
平
成
十
九
年
七
月
三
日
提
出

質
問
第
四
七
九
号

政
府
の
「
日
本
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
計
画
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美

479



政
府
の
「
日
本
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
計
画
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

久
間
章
生
防
衛
大
臣
は
、
二
〇
〇
七
年
六
月
二
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
日
米
豪
防
衛
相
会
談
後
の
記
者
会
見
で

は
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
関
し
て

（
一
）

「
特
定
の
国
を
意
識
し
て
の
話
で
は
な
く
て
、
や
は
り
テ
ロ
リ
ス
ト
と
か
、
無
法
な
国
家
の
ミ
サ
イ
ル
を
意
識
し
て

の
防
衛
シ
ス
テ
ム
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
理
解
し
て
も
ら
え
る
は
ず
」

と
発
言
し
て
い
る
（
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
。

さ
ら
に
六
月
二
四
日
の
沖
縄
県
宮
古
島
市
に
お
け
る
講
演
で
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
が
進
め
る
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｍ
Ｄ
）
に
関

し
て
、

（
二
）

「
今
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｍ
Ｄ
）
シ
ス
テ
ム
で
九
九
％
は
排
除
で
き
る
。
今
の
Ｓ
Ｍ
�
で
九
割
以
上
迎
撃
で
き
、
外

れ
た
一
割
を
Ｐ
Ａ
Ｃ
�
が
撃
つ
確
率
は
九
割
」

と
発
言
し
た
（
毎
日
新
聞
二
〇
〇
七
年
六
月
二
五
日
朝
刊
）
。

ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
関
す
る
防
衛
大
臣
の
発
言
が
相
次
ぐ
な
か
、
六
月
二
九
日
、
憲
法
解
釈
上
禁
じ
ら
れ
て
い
る
集
団
的
自
衛

権
行
使
の
事
例
研
究
を
進
め
る
た
め
に
設
置
し
た
有
識
者
会
議
「
安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築
に
関
す
る
懇
談
会
」
が
開

一



か
れ
、
「
米
国
に
向
か
う
か
も
し
れ
な
い
弾
道
ミ
サ
イ
ル
迎
撃
の
可
否
」
に
つ
い
て
議
論
し
、
日
本
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ

ム
で
迎
撃
す
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
。

安
倍
晋
三
首
相
は
あ
い
さ
つ
で
、
第
三
国
か
ら
米
国
向
け
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合
の
影
響
に
つ
い
て
「
わ
が

国
自
身
の
防
衛
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
日
米
同
盟
が
よ
り
効
果
的
に
機

能
す
る
よ
う
に
と
の
観
点
か
ら
重
要
な
テ
ー
マ
だ
」
と
強
調
し
た
。

し
か
し
政
府
は
二
〇
〇
三
年
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
導
入
決
定
時
に
「
わ
が
国
を
防
衛
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
第
三
国
の
防
衛
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
か
ら
、
集
団
的
自
衛
権
の
問
題
は
生
じ
な
い
」
と
の
福
田
康

夫
官
房
長
官
談
話
を
発
表
し
て
い
る
。

久
間
防
衛
大
臣
も
ま
た
、

（
三
）

「
今
、
日
本
に
配
備
し
よ
う
と
し
て
い
る
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
で
他
国
へ
向
か
っ
て
発
射
さ
れ
る
や
つ
を
、
ま

あ
発
射
段
階
で
撃
つ
の
は
別
と
し
て
、
も
う
軌
道
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
や
つ
、
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
か
と
い
う
の
が

分
か
っ
た
段
階
で
撃
つ
と
い
う
の
は
技
術
的
に
難
し
い
」
（
二
〇
〇
六
年
一
二
月
七
日
参
議
院
・
外
交
防
衛
委
員
会
）

と
繰
り
返
し
発
言
し
て
い
る
。

二



技
術
上
・
コ
ス
ト
上
の
問
題
を
含
め
て
ま
だ
ま
だ
実
効
性
に
疑
問
が
持
た
れ
て
い
る
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
と
、
憲
法
解

釈
の
変
更
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
集
団
的
自
衛
権
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
重
心
を
低
く
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
内
容
で
あ
る
。

従
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

《
発
言
（
一
）
》
に
つ
い
て

�

海
洋
国
家
で
あ
る
日
本
に
対
し
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
攻
撃
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
根
拠
は
何

か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
お
い
て
は
、
発
射
地
点
を
特
定
で
き
ず
、
前
触
れ
や
告
知
な
し
に
攻
撃
さ
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
九
九
％
の
ミ
サ
イ
ル
は
排
除
で
き
る
と
考
え
る
根
拠
は
何
か
。
政
府
の

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

《
発
言
（
二
）
》
に
つ
い
て

�

「
海
上
配
備
型
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
Ｓ
Ｍ
�
の
迎
撃
率
が
、
九
割
以
上
で
あ
る
」
と
す
る
発
言
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
前

提
条
件
下
で
「
九
割
以
上
」
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
陸
上
配
備
型
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
Ｐ
Ａ
Ｃ
�
の
迎
撃
率
が
、
九
割
以
上
で
あ
る
」
と
す
る
発
言
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

三



前
提
条
件
下
で
「
九
割
以
上
」
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

《
発
言
（
三
）
》
に
つ
い
て

�

「
九
九
％
は
排
除
で
き
る
」
と
い
う
な
か
に
、
「
も
う
軌
道
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
や
つ
、
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
か
と

い
う
の
が
分
か
っ
た
段
階
」
の
「
他
国
に
向
か
っ
て
発
射
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル
」
は
含
ま
れ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

�

米
国
と
の
間
で
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
現
行
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
で
は
、
「
米
国
に
向

か
う
軌
道
に
乗
っ
た
も
の
、
米
国
に
向
か
う
の
が
分
か
っ
た
段
階
で
迎
撃
す
る
の
は
難
し
い
」
と
い
う
見
解
か
。
政
府
の

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し
て
日
本
が
米
国
を
防
衛
す
る
場
合
に
は
、
「
発
射
段
階
で
」
「
軌
道
に

乗
る
前
に
」
「
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
わ
か
ら
な
い
段
階
で
」
ミ
サ
イ
ル
を
迎
撃
す
る
以
外
に
技
術
的
に
不
可
能
と
考
え
ら

れ
る
が
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
そ
う
し
た
運
用
を
、
政
府
は
現
時
点
で
想
定
し
て
い
る
か
。

�

そ
う
し
た
運
用
は
、
先
制
攻
撃
と
ど
う
違
う
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

そ
う
し
た
運
用
は
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
導
入
決
定
時
の
「
福
田
官
房
長
官
談
話
」
と
矛
盾
す
る
。
こ
れ
に
対
す

四



る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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